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中
国
文
化
か
ら
日
本
文
化
へ
の
影
響

は
紀
元
前
に
遡
り
、
近
世
に
至
る
ま

で
、
そ
の
影
響
の
深
さ
に
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本

文
化
に
つ
い
て
正
確
に
理
解
し
た
い
の

な
ら
、
何
を
措
い
て
も
中
国
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

日
本
の
義
務
教
育
課
程
は
、
中
国
文
化

理
解
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

き
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
義
務
教
育

課
程
の
図
画
工
作
科
（
小
学
校
）・
美

術
科
（
中
学
校
）、
い
わ
ゆ
る
義
務
教

育
に
お
け
る
学
校
美
術
教
育
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。

　
私
の
お
ぼ
ろ
な
記
憶
に
よ
れ
ば
、
小

中
学
校
時
代
に
中
国
美
術
に
つ
い
て
授

業
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は
、
ご
く

稀
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
か
ろ
う
じ

て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
東
晋
時
代
の

顧
愷
之
『
女
史
箴
図
巻
』、
北
宋
時
代

の
張
擇
端
『
清
明
上
河
図
巻
』
の
図
版

が
、
そ
れ
も
図
画
工
作
や
美
術
の
教
科

書
で
は
な
く
、
中
学
校
社
会
科
の
資
料

集
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う

か
。
社
会
科
の
授
業
で
は
そ
れ
ら
の
作

品
名
だ
け
が
紹
介
さ
れ
る
。
私
た
ち
生

徒
は
そ
の
作
品
図
版
が
入
試
問
題
な
ど

の
粗
略
な
印
刷
で
表
示
さ
れ
た
と
き
に

識
別
が
つ
け
ら
れ
る
程
度
に
イ
メ
ー
ジ

を
名
称
と
結
び
つ
け
て
暗
記
す
る
の

だ
っ
た
。
図
画
工
作
や
美
術
の
授
業
で

中
国
美
術
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
記
憶

は
、
残
念
な
が
ら
な
い
。

　
こ
れ
は
日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る

図
画
工
作
・
美
術
、
い
わ
ゆ
る
学
校
美

術
教
育
の
成
立
と
も
関
わ
る
問
題
だ
。

一
九
世
紀
、
に
わ
か
普
請
で
構
築
さ
れ

た
日
本
の
学
校
美
術
教
育
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
そ
れ
の
翻
案
だ
っ
た
。
美
術

史
的
に
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識

人
に
と
っ
て
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
成
立
の

時
代
と
認
識
さ
れ
て
い
た
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
時
代
と
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
、

そ
れ
に
当
時
の
同
時
代
美
術
が
、
彼
ら

の
主
た
る
関
心
だ
っ
た
。
日
本
の
美
術

教
育
家
は
、
こ
れ
に
日
本
の
伝
統
美
術

を
連
結
し
て
、
と
り
あ
え
ず
学
校
美
術

教
育
に
お
け
る
美
術
史
観
を
組
み
立
て

た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
暫
定
的
で
あ
っ

た
は
ず
の
こ
の
美
術
史
観
の
命
脈
は
意

外
に
長
く
、
学
校
教
育
の
現
場
で
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
に
関
す
る
偏
っ
た
取

捨
選
択
や
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
美
術
へ
の
相
対
的
な
関
心
の
低
さ

は
、現
代
に
い
た
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
美
術
教
育
が
諸
文
化
の
美
術
作
品
に

目
を
向
け
る
の
は
鑑
賞
教
育
を
通
し
て

学
校
美
術
教
育
の
中
で
の
ア
ジ
ア
美
術・中
国
美
術

鷹
巣 

純
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と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
日

本
の
学
校
美
術
教
育
で
は
、
長
ら
く
制

作
実
技
が
授
業
の
中
核
を
な
し
、
鑑
賞

は
ご
く
添
え
物
的
な
位
置
に
あ
っ
た
。

例
え
ば
一
九
六
七
年
一
〇
月
三
〇
日
の

文
部
省
教
育
課
程
審
議
会
答
申
「
小
学

校
の
教
育
課
程
の
改
善
に
つ
い
て
」
で

は
、
制
作
実
技
に
つ
い
て
は
絵
画
・
彫

塑
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
（
小
学
校
の
場

合
は
工
作
）
の
四
領
域
が
構
え
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
鑑
賞
は
一
領
域
だ
っ

た
。
こ
れ
が
、
制
作
全
般
を
「
表
現
」

と
一
領
域
化
し
「
鑑
賞
」
領
域
を
こ
れ

と
対
を
な
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る

二
領
域
制
に
制
度
改
変
さ
れ
る
に
は
、

一
九
七
六
年
一
二
月
一
八
日
の
文
部
省

教
育
課
程
審
議
会
答
申
「
小
学
校
、
中

学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
基

準
の
改
善
に
つ
い
て
」
を
俟
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
鑑
賞
の
対
象
と
な
る
美
術
作

品
は
、
欧
米
あ
る
い
は
日
本
の
そ
れ

だ
っ
た
。
学
校
美
術
教
育
の
鑑
賞
教
育

の
対
象
と
し
て
「
わ
が
国
お
よ
び
諸
外

国
の
す
ぐ
れ
た
美
術
作
品
」
が
示
さ
れ

る
の
は
一
九
五
八
年
一
〇
月
一
日
告
示

の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
か
ら
で
、
一

九
八
七
年
一
二
月
二
四
日
の
文
部
省
教

育
課
程
審
議
会
答
申
「
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
育
課

程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
か
ら

は
、
こ
の
方
針
が
小
学
校
教
育
に
ま
で

拡
大
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
文
部
省

が
「
諸
外
国
」
と
し
て
想
定
し
て
い
た

の
は
、
あ
く
ま
で
も
欧
米
諸
国
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
学
校
美
術
教
育
が
ア
ジ
ア
美
術
に
目

を
向
け
る
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九

九
八
年
七
月
二
九
日
の
文
部
省
教
育
課

程
審
議
会
答
申
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学

校
及
び
養
護
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準

の
改
善
に
つ
い
て
」
だ
。
そ
こ
で
掲
げ

ら
れ
た
改
善
の
基
本
方
針
四
項
目
の
う

ち
に
、「
各
学
校
段
階
の
特
質
に
応
じ

て
、
我
が
国
や
ア
ジ
ア
な
ど
諸
外
国
の

美
術
文
化
に
つ
い
て
の
関
心
や
理
解
を

一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
鑑
賞
の
充
実
を

図
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。「
ア
ジ

ア
な
ど
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
こ
れ
ま
で
の

「
諸
外
国
」
に
ア
ジ
ア
が
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
の
だ

が
、
こ
の
文
言
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
の

美
術
を
鑑
賞
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必

須
の
義
務
と
な
っ
た
こ
と
は
画
期
的

だ
。
欧
米
美
術
に
偏
重
し
て
い
た
鑑
賞

の
視
野
に
、
よ
う
や
く
ア
ジ
ア
が
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
こ
の
教
育
課
程
改
善

以
降
、
ア
ジ
ア
の
美
術
は
、
そ
し
て
ア

ジ
ア
諸
国
の
う
ち
日
本
に
最
も
強
い
影

響
を
及
ぼ
し
た
中
国
の
美
術
は
、
鑑
賞

教
育
の
分
野
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
小
学
校
で
は
諸
外
国
の
美
術
作
品
を

鑑
賞
す
る
の
は
五
・
六
年
生
と
学
習
指

導
要
領
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

五
・
六
年
生
の
教
科
書
を
見
て
み
よ

う
。
い
ず
れ
も
二
〇
一
五
年
発
行
の
、

開
隆
堂
出
版
と
日
本
文
教
出
版
の
教
科

書
『
図
画
工
作
５
・
６
』（
上
下
巻
）
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を
見
る
と
、
開
隆
堂
で
は
日
本
と
西
洋

の
美
術
作
品
が
各
七
件
、
日
本
文
教
出

版
で
は
日
本
の
美
術
作
品
二
一
件
、
西

洋
の
美
術
作
品
七
件
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
ア
ジ
ア
の
美
術
作
品
は

「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
壁
画
」（
文

教
）
一
件
の
み
で
、
中
国
美
術
に
辛
う

じ
て
つ
な
が
る
内
容
も
、「
墨
の
う
た
」

（
開
隆
堂
）「
墨
で
表
す
」（
文
教
）
と

題
さ
れ
た
、
水
墨
表
現
を
扱
う
単
元
が

あ
る
ば
か
り
で
、
そ
こ
で
も
作
品
例
は

せ
い
ぜ
い
現
代
日
本
の
作
家
の
も
の
が

示
さ
れ
る
の
み
だ
。

　
中
学
校
で
は
ど
う
か
。
い
ず
れ
も
二

〇
一
五
年
発
行
の
中
学
美
術
の
教
科
書

『
美
術
』（
開
隆
堂
は
全
二
巻
、
日
本
文

教
出
版
は
全
三
巻
）
を
見
て
み
よ
う

（
巻
末
の
年
表
に
組
み
込
ま
れ
た
作
品

写
真
は
除
く
）。
開
隆
堂
で
は
、
日
本

の
美
術
作
品
六
九
件
、
西
洋
の
美
術
作

品
四
六
件
が
紹
介
さ
れ
る
な
か
、
ア
ジ

ア
の
美
術
作
品
は
「
菩
薩
立
像
」（
パ

キ
ス
タ
ン
）、「
雲
崗
石
窟
第
二
〇
窟
如

来
坐
像
」（
中
国
）、「
石
窟
庵
如
来
坐

像
」（
韓
国
）、
文
具
「
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｔ
Ｙ
シ

リ
ー
ズ
」（
中
国
）
の
四
件
に
と
ど
ま

る
。
日
本
文
教
出
版
で
は
、
日
本
の
美

術
作
品
一
〇
九
件
、
西
洋
の
美
術
作
品

六
二
件
が
紹
介
さ
れ
る
な
か
、
ア
ジ
ア

の
美
術
作
品
は
「
オ
ー
ル
・
イ
ヤ
ー
・

リ
ン
グ
ス
」（
タ
イ
）、「
中
庭
の
宙
」

（
マ
レ
ー
シ
ア
）、「
ツ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク

シ
ェ
ル
フ
」（
韓
国
）、「
国
境
を
越
え

て
・
海
」（
台
湾
）
の
や
は
り
四
件
に

と
ど
ま
る
。
両
教
科
書
で
紹
介
さ
れ
た

ア
ジ
ア
美
術
の
う
ち
、
中
国
美
術
は
合

計
三
件
、
う
ち
二
件
は
現
代
の
造
形
作

家
の
作
品
で
、
中
国
の
伝
統
美
術
は
一

件
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
な
ら
ば
、

「
ア
ジ
ア
な
ど
諸
外
国
」
と
い
う
文
言

が
、
学
校
美
術
教
育
の
鑑
賞
教
育
に

「
ア
ジ
ア
」
を
呼
び
込
ん
だ
こ
と
自
体

は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
形
式
的
で

最
低
限
の
導
入
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
美
術
へ
の

関
心
は
、
依
然
低
調
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
し
か
し
こ
れ
は
一
面
、
仕
方
の
な
い

こ
と
で
も
あ
る
。
当
時
の
文
部
省
が
ア

ジ
ア
美
術
の
重
視
を
謳
っ
た
と
し
て

も
、
学
校
美
術
の
教
科
書
執
筆
者
や
、

現
場
の
学
校
教
諭
に
、
ア
ジ
ア
美
術
や

中
国
美
術
に
関
す
る
体
系
的
な
教
養
が

な
け
れ
ば
、
現
場
で
の
対
応
は
困
難
だ

か
ら
だ
。

　
私
の
勤
務
す
る
愛
知
教
育
大
学
に
つ

い
て
言
う
な
ら
、
中
国
美
術
を
中
心
と

し
た
東
洋
美
術
史
の
概
説
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
九
七
年
度
か
ら
だ
。
文
部

省
教
育
課
程
審
議
会
答
申
の
ア
ジ
ア
重

視
に
一
年
先
立
つ
改
革
だ
か
ら
、
ま
ず

ま
ず
早
い
取
り
組
み
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
受
講

し
た
学
生
の
卒
業
は
二
〇
〇
〇
年
度
、

そ
の
教
員
採
用
が
最
速
で
二
〇
〇
一
年

度
と
し
て
、
現
時
点
は
彼
ら
が
よ
う
や

く
中
堅
に
達
し
た
状
態
な
の
だ
。
文
部

省
の
一
九
九
八
年
答
申
を
承
け
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
着
手
し
た
大
学
で

は
、
さ
ら
に
数
年
遅
れ
た
展
開
に
な
る
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だ
ろ
う
。
一
九
九
八
年
答
申
の
理
念
が

実
効
性
を
示
す
の
は
、
大
学
教
育
で
東

洋
美
術
史
に
関
す
る
指
導
を
受
け
た
教

諭
が
現
場
で
の
指
導
的
な
立
場
に
就
く

こ
れ
か
ら
な
の
だ
。

　
私
が
東
洋
美
術
史
の
概
説
を
講
じ
る

と
き
、
受
講
生
に
東
洋
美
術
の
分
野
で

知
っ
て
い
る
作
家
を
挙
げ
さ
せ
る
こ
と

を
常
と
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

受
講
生
が
作
家
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
れ
は
西
洋
美
術
史
で
同
じ

問
い
を
投
げ
か
け
た
と
き
、
ピ
カ
ソ
、

ゴ
ッ
ホ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
あ
る
い
は
レ
オ

ナ
ル
ド
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
普
通
に

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と
対
照
的
だ
。
た
だ

そ
れ
は
学
生
の
教
養
不
足
と
い
う
よ
り

は
、
高
校
ま
で
に
指
導
さ
れ
る
美
術
史

的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
偏
向
に
起
因
す
る

現
象
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
全
く
東
洋
美
術
に
関
す

る
素
養
の
な
か
っ
た
彼
ら
に
、
私
は
二

〇
年
前
か
ら
大
学
教
育
で
東
洋
美
術
に

関
す
る
概
説
的
な
基
礎
教
養
を
施
し
て

い
る
。
彼
ら
が
よ
う
や
く
し
か
る
べ
き

立
場
に
就
き
つ
つ
あ
る
。

　
さ
て
ア
ジ
ア
美
術
が
、
中
国
美
術

が
、
学
校
美
術
教
育
で
し
か
る
べ
き
重

要
性
を
示
す
日
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
学
で
東
洋
美
術
史
を
講
じ
て
き
た

我
々
の
資
質
が
、
そ
ろ
そ
ろ
明
ら
か
と

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。


